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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モータを収容したハウジングの前方に突出されて前記モータから回転伝達される最終出
力軸と、その最終出力軸を所定の動作モードで動作させる複数の動作機構と、前記動作モ
ードを選択操作可能なモード切替部材と、前記最終出力軸の回転速度を高低二段階に切替
可能な変速機構と、前記回転速度を選択操作可能な速度切替部材とを備え、前記モード切
替部材の回転操作によって前記動作モードを選択可能とする一方、前記速度切替部材を、
前記モード切替部材の後方で、高速となる前進位置と低速となる後退位置との間で前後方
向へスライド可能に設けた電動工具であって、
　前記モード切替部材と前記速度切替部材との間に、前記モード切替部材の所定の前記動
作モードの選択操作に連係して前記速度切替部材を高速側に切替動作させ、前記回転速度
を高速に保持させる連係手段を設けて、
　前記連係手段を、前記モード切替部材の後方に連結されて一体回転する連係部材と、そ
の連係部材の外面で回転方向に沿って設けられ、前記所定の動作モードの切替位置で前記
前進位置の前記速度切替部材の下面と係合してその後退を規制する第１突部と、その第１
突部から傾斜状に連設され、前記連係部材の回転に伴って前記後退位置の前記速度切替部
材の下面と係合して前記速度切替部材を前進させて前記第１突部と係合させる第２突部と
から構成したことを特徴とする電動工具。
【請求項２】
　モータを収容したハウジングの前方に突出されて前記モータから回転伝達される最終出
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力軸と、その最終出力軸を所定の動作モードで動作させる複数の動作機構と、前記動作モ
ードを選択操作可能なモード切替部材と、前記最終出力軸の回転速度を高低二段階に切替
可能な変速機構と、前記回転速度を選択操作可能な速度切替部材とを備え、前記モード切
替部材の回転操作によって前記動作モードを選択可能とする一方、前記速度切替部材を、
前記モード切替部材の後方で、高速となる後退位置と低速となる前進位置との間で前後方
向へスライド可能に設けた電動工具であって、
　前記モード切替部材と前記速度切替部材との間に、前記モード切替部材の所定の前記動
作モードの選択操作に連係して前記速度切替部材を高速側に切替動作させ、前記回転速度
を高速に保持させる連係手段を設けて、
　前記連係手段を、前記モード切替部材側に設けられて後方へ突出し、前記所定の動作モ
ードの切替位置で前記後退位置の前記速度切替部材と当接してその前進を規制する連係板
として、前記連係板の側辺に、前記モード切替部材の回転に伴って前記前進位置の前記速
度切替部材と当接し、前記速度切替部材を前記後退位置にスライドさせる傾斜案内部を設
けたことを特徴とする電動工具。
【請求項３】
　モータを収容したハウジングの前方に突出されて前記モータから回転伝達される最終出
力軸と、その最終出力軸を所定の動作モードで動作させる複数の動作機構と、前記動作モ
ードを選択操作可能なモード切替部材と、前記最終出力軸の回転速度を高低二段階に切替
可能な変速機構と、前記回転速度を選択操作可能な速度切替部材とを備え、前記モード切
替部材の回転操作によって前記動作モードを選択可能とする一方、前記速度切替部材を、
前記モード切替部材の後方で、高速となる第１の位置と低速となる第２の位置との間で前
後方向へスライド可能に設けた電動工具であって、
　前記モード切替部材と前記速度切替部材との間に、前記モード切替部材の所定の前記動
作モードの選択操作に連係して前記速度切替部材を高速側に切替動作させ、前記回転速度
を高速に保持させる連係手段を設けて、
　前記連係手段を、前記モード切替部材の後方に連結されて一体回転する連係部材と、そ
の連係部材に設けられ、前記所定の動作モードの切替位置で前記第１の位置の前記速度切
替部材と係合してそのスライドを規制する第１突部と、その第１突部から傾斜状に連設さ
れ、前記連係部材の回転に伴って前記第２の位置の前記速度切替部材と係合して前記速度
切替部材を前記第１の位置へスライドさせて前記第１突部と係合させる第２突部とから構
成したことを特徴とする電動工具。
【請求項４】
　前記複数の動作機構は、前記最終出力軸に軸方向への震動を付与する震動機構を含み、
前記所定の動作モードは、前記震動機構を作動させる震動ドリルモードであることを特徴
とする請求項１乃至３の何れかに記載の電動工具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ハウジングの前方へ突出させた最終出力軸を、震動ドリルモードやインパク
トモード等の所定の動作モードで動作させる複数の動作機構を備えて、任意の動作モード
を選択して使用可能な電動工具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電動工具には、モータを収容したハウジングの前方に突出されてモータから回転伝達さ
れるスピンドルやアンビル等の最終出力軸を備える一方、ハウジングに、最終出力軸を所
定の動作モードで動作させる複数の動作機構を備えて、モード切替部材の操作により、任
意の動作機構を選択して使用可能としたものが知られている。例えば特許文献１，２には
、震動ドリルモードとドリルモード、クラッチモード等の切替をハウジングの前端に設け
たチェンジリング（モード切替部材）の回転操作によって行うドライバドリルが開示され
ている。
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　一方、電動工具において、最終出力軸へのトルク伝達は、モータとの間に配設した遊星
歯車減速機構を介して行われるが、ここでは、遊星歯車減速機構の一のインターナルギヤ
を軸方向へ移動可能として、遊星歯車とそのキャリアとに同時に噛合して当該段の遊星歯
車による減速をキャンセルする高速モードと、遊星歯車のみに噛合して当該段の遊星歯車
による減速を有効とする低速モードとに切替可能とした変速機構が採用されている。この
速度の切替も、ハウジングに設けた速度切替部材の操作によって行えるようになっている
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第４２２７０２８号公報
【特許文献２】特許第３６５５４８１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　このように、モード切替部材と速度切替部材とを別個に設けると、選択した動作モード
でさらに変速が選択できることになる。しかし、震動ドリルモードやインパクトモード等
の所定の動作モードでは、実際に低速モードで使用される場合が少なく、殆ど高速モード
が選択されている。従って、例えば低速でクラッチモードやドリルモードで使用した後に
、モード切替部材によって動作モードを震動ドリルモードに切り替えると、続けて速度切
替部材によって高速モードへ切り替えることになり、２つの部材の操作が必要となって煩
わしく感じる。特に、震動ドリルモードへの切替の際に速度切替部材の操作を忘れると、
作業開始後に低速モードのままであることに気づいて一旦作業を停止して速度切替部材を
操作し直すことになり、作業性を低下させる場合があった。
【０００５】
　そこで、本発明は、モード切替部材と速度切替部材とを別々に備えた場合でも、高速モ
ードでしか使用されない所定の動作モードでは速度切替部材の操作を不要として、使い勝
手を良好として作業性も低下させない電動工具を提供することを目的としたものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、請求項１に記載の発明は、モータを収容したハウジングの
前方に突出されてモータから回転伝達される最終出力軸と、その最終出力軸を所定の動作
モードで動作させる複数の動作機構と、動作モードを選択操作可能なモード切替部材と、
最終出力軸の回転速度を高低二段階に切替可能な変速機構と、回転速度を選択操作可能な
速度切替部材とを備え、モード切替部材の回転操作によって動作モードを選択可能とする
一方、速度切替部材を、モード切替部材の後方で、高速となる前進位置と低速となる後退
位置との間で前後方向へスライド可能に設けた電動工具であって、モード切替部材と速度
切替部材との間に、モード切替部材の所定の動作モードの選択操作に連係して速度切替部
材を高速側に切替動作させ、回転速度を高速に保持させる連係手段を設け、連係手段を、
モード切替部材の後方に連結されて一体回転する連係部材と、その連係部材の外面で回転
方向に沿って設けられ、所定の動作モードの切替位置で前進位置の速度切替部材の下面と
係合してその後退を規制する第１突部と、その第１突部から傾斜状に連設され、連係部材
の回転に伴って後退位置の速度切替部材の下面と係合して速度切替部材を前進させて第１
突部と係合させる第２突部とから構成したことを特徴とするものである。
　請求項２に記載の発明は、モータを収容したハウジングの前方に突出されてモータから
回転伝達される最終出力軸と、その最終出力軸を所定の動作モードで動作させる複数の動
作機構と、動作モードを選択操作可能なモード切替部材と、最終出力軸の回転速度を高低
二段階に切替可能な変速機構と、回転速度を選択操作可能な速度切替部材とを備え、モー
ド切替部材の回転操作によって動作モードを選択可能とする一方、速度切替部材を、モー
ド切替部材の後方で、高速となる後退位置と低速となる前進位置との間で前後方向へスラ
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イド可能に設けた電動工具であって、モード切替部材と速度切替部材との間に、モード切
替部材の所定の動作モードの選択操作に連係して速度切替部材を高速側に切替動作させ、
回転速度を高速に保持させる連係手段を設けて、連係手段を、モード切替部材側に設けら
れて後方へ突出し、所定の動作モードの切替位置で後退位置の速度切替部材と当接してそ
の前進を規制する連係板として、連係板の側辺に、モード切替部材の回転に伴って前進位
置の速度切替部材と当接し、速度切替部材を後退位置にスライドさせる傾斜案内部を設け
たことを特徴とするものである。
　請求項３に記載の発明は、モータを収容したハウジングの前方に突出されてモータから
回転伝達される最終出力軸と、その最終出力軸を所定の動作モードで動作させる複数の動
作機構と、動作モードを選択操作可能なモード切替部材と、最終出力軸の回転速度を高低
二段階に切替可能な変速機構と、回転速度を選択操作可能な速度切替部材とを備え、モー
ド切替部材の回転操作によって動作モードを選択可能とする一方、速度切替部材を、モー
ド切替部材の後方で、高速となる第１の位置と低速となる第２の位置との間で前後方向へ
スライド可能に設けた電動工具であって、モード切替部材と速度切替部材との間に、モー
ド切替部材の所定の動作モードの選択操作に連係して速度切替部材を高速側に切替動作さ
せ、回転速度を高速に保持させる連係手段を設けて、連係手段を、モード切替部材の後方
に連結されて一体回転する連係部材と、その連係部材に設けられ、所定の動作モードの切
替位置で第１の位置の速度切替部材と係合してそのスライドを規制する第１突部と、その
第１突部から傾斜状に連設され、連係部材の回転に伴って第２の位置の速度切替部材と係
合して速度切替部材を第１の位置へスライドさせて第１突部と係合させる第２突部とから
構成したことを特徴とするものである。
　請求項４に記載の発明は、請求項１乃至３の何れかの構成において、複数の動作機構は
、最終出力軸に軸方向への震動を付与する震動機構を含み、所定の動作モードは、震動機
構を作動させる震動ドリルモードであることを特徴とするものである。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、モード切替部材と速度切替部材とを別々に備えた場合でも、高速モー
ドでしか使用されない所定の動作モードでは、速度切替部材の操作が不要となる。よって
、使い勝手が良好となって作業性の低下も生じない。
　また、連係手段を簡単に形成することができる。
　請求項４に記載の発明によれば、専ら高速モードで使用される震動ドリルモードでの使
い勝手を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】インパクトドライバの一部縦断面図である。
【図２】インパクトドライバの平面図である。
【図３】内部機構の分解斜視図である。
【図４】本体ハウジング以外のハウジング及び震動機構の分解斜視図である。
【図５】ユニット部分の左側面図である。
【図６】（Ａ）はＡ－Ａ線断面、（Ｂ）はＢ－Ｂ線断面、（Ｃ）はＣ－Ｃ線断面をそれぞ
れ示す。
【図７】（Ａ）は、インパクトモードでのユニット部分の左側面図、（Ｂ）はその底面図
である。
【図８】インパクトモードでのユニット部分の縦断面図である。
【図９】（Ａ）は、震動ドリルモードでのユニット部分の左側面図、（Ｂ）はその底面図
である。
【図１０】震動ドリルモードでのユニット部分の縦断面図である。
【図１１】（Ａ）は、ドリルモードでのユニット部分の左側面図、（Ｂ）はその底面図で
ある。
【図１２】ドリルモードでのユニット部分の縦断面図である。
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【図１３】（Ａ）は、クラッチモードでのユニット部分の左側面図、（Ｂ）はその底面図
である。
【図１４】クラッチモードでのユニット部分の縦断面図である。
【図１５】震動ドライバドリルの説明図で、（Ａ）は震動ドリルモードでのユニット部分
の平面、（Ｂ）はその縦断面をそれぞれ示す。
【図１６】震動ドライバドリルの説明図で、（Ａ）はクラッチモードでのユニット部分の
平面、（Ｂ）はその縦断面をそれぞれ示す。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。
　図１，２に、電動工具の一例であるインパクトドライバ１を示し、図３，４にその内部
機構の一部を示す。このインパクトドライバ１は、左右の半割ハウジング３，３を組み付
けて形成される本体ハウジング２を有し、本体ハウジング２内に、後方（図１の右側を前
方とする。）からモータ４、遊星歯車減速機構６、スピンドル７がそれぞれ収容されてい
る。また、本体ハウジング２の前部には、スピンドル７と共に動作機構としての打撃機構
９を収容した筒状のインナーハウジング８が組み付けられて、スピンドル７の前方同軸上
に配置された最終出力軸としてのアンビル１０が、インナーハウジング８及びその前端に
固定される前ハウジング１２に軸支されて前方へ突出している。前ハウジング１２内には
、動作機構としての震動機構９０が収容されて、本体ハウジング２を除いて遊星歯車減速
機構６より前側の機構をユニット化している。１３は、前ハウジング１２の前端に嵌着さ
れたゴム製リング状のバンパである。本体ハウジング２の下方には、ハンドル１４が下向
きに延設され、ハンドル１４内には、トリガー１６を備えたスイッチ１５が収容されてい
る。
【００１０】
［遊星歯車減速機構及び変速機構］
　遊星歯車減速機構６は、本体ハウジング２内に組み付けられる筒状のギヤハウジング１
７内に収容されている。ギヤハウジング１７の後部には、モータ４の出力軸５に嵌着した
ピニオン１８が軸支されてギヤハウジング１７内に突出している。遊星歯車減速機構６は
、第１インターナルギヤ１９内で遊星運動する一段目の遊星歯車２１，２１・・を保持す
る第１キャリア２０と、第２インターナルギヤ２２内で遊星運動する二段目の遊星歯車２
４，２４・・を保持する第２キャリア２３とを備え、ピニオン１８に一段目の遊星歯車２
１，２１・・を噛合させている。また、第２キャリア２３は、スピンドル７の後端へ一体
に形成されてインナーハウジング８内でボールベアリング２５に軸支されている。
【００１１】
　ここで、第１インターナルギヤ１９は、内周前側に、周方向へ所定間隔で複数の内歯２
６，２６・・を備える一方、第２インターナルギヤ２２は、外周前側にリング状の係合溝
２７を、外周後側に、周方向へ所定間隔で突設した複数の外歯２８，２８・・をそれぞれ
備えている。また、第２インターナルギヤ２２は、第２キャリア２３の後方へ一体に連結
したスパーギヤ２９と二段目の遊星歯車２４との双方に噛合する前進位置と、第１インタ
ーナルギヤ１９の内歯２６に外歯２８を係合させて二段目の遊星歯車２４のみに噛合する
後退位置との間でスライド可能に設けられている。
　このスパーギヤ２９は、遊星歯車２４を支持する支持ピン３０に貫通されて第２キャリ
ア２３と遊星歯車２４との間に位置する別体のギヤで、第２キャリア２３の外径は、歯先
を含むスパーギヤ２９の外径よりも小径となっている。３６は、ギヤハウジング１７内で
ボールベアリング２５を保持する保持リングである。
【００１２】
　第２インターナルギヤ２２の外側には、ギヤハウジング１７及びインナーハウジング８
の内周面に沿って前後へスライド可能なスライドリング３１が設けられて、スライドリン
グ３１の外側から半径方向に貫通する係合ピン３２が、第２インターナルギヤ２２の係合
溝２７と係合している。スライドリング３１の上部外周には、ギヤハウジング１７の上部
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に突出する突起３３が設けられて、この突起３３が、図５及び図６（Ａ）にも示すように
、本体ハウジング２に前後へスライド可能に設けた速度切替部材としてのスライドボタン
３４に、前後のコイルバネ３５，３５を介して保持されている。
　よって、スライドボタン３４の前後へのスライド操作により、スライドリング３１を介
して第２インターナルギヤ２２の位置を前後へ切替可能となる変速機構が形成される。す
なわち、図１，２及び図８に示す第２インターナルギヤ２２の前進位置では、第２インタ
ーナルギヤ２２がスパーギヤ２９と一体回転することで遊星歯車２４の遊星運動をキャン
セルした高速モード（２速）となり、図１２に示す第２インターナルギヤ２２の後退位置
では、第２インターナルギヤ２２が固定されて遊星歯車２４を遊星運動させる低速モード
（１速）となる。
【００１３】
［打撃機構］
　打撃機構９は、アンビル１０の後端に設けた一対のアーム１１，１１にハンマーを係脱
させる構造であるが、ここでのハンマーは、スピンドル７の前端に外装され、アーム１１
，１１に係合する一対の爪４１，４１を前面に突設した筒状のメインハンマー４０と、そ
のメインハンマー４０の後方でスピンドル７に同軸で遊挿されて前方が開口する有底筒状
で、周壁４３がメインハンマー４０に後方から外装されるサブハンマー４２とに分割され
ている。つまり、メインハンマー４０とサブハンマー４２の周壁４３とを合わせた径が従
前のハンマーの外径と等しくなっている。
　まず、メインハンマー４０は、その内周面に前端から後方へ向けて凹設されて後端が先
細りとなる山形溝４４，４４と、スピンドル７の外周面で先端を前方に向けて凹設された
Ｖ字溝４５，４５とに跨って嵌合するボール４６，４６を介してスピンドル７と連結され
ている。
【００１４】
　一方、メインハンマー４０とサブハンマー４２との間でスピンドル７には、コイルバネ
４７が外装されて、メインハンマー４０を爪４１がアーム１１に係合する前進位置へ付勢
する一方、サブハンマー４２を後方へ付勢している。サブハンマー４２と第２キャリア２
３との間でスピンドル７には、ワッシャー４８が外装され、サブハンマー４２の後面に凹
設されたリング溝４９には、後面から突出する複数のボール５０，５０・・が収容されて
スラスト軸受を形成している。よって、コイルバネ４７によって後方へ付勢されるサブハ
ンマー４２は、ボール５０がワッシャー４８に当接する後方位置へ回転可能な状態で押圧
されることになる。
【００１５】
　また、サブハンマー４２の周壁４３の内周面には、前端から軸方向で後方へ伸びる複数
の案内溝５１，５１・・が、周方向へ等間隔をおいて形成されており、メインハンマー４
０の外周には、案内溝５１よりも短い複数の長円溝５２，５２・・が、周方向に案内溝５
１と同じ間隔で形成されて、案内溝５１と長円溝５２とに跨って円柱状の連結ピン５３，
５３・・が嵌合している。よって、メインハンマー４０とサブハンマー４２とは、連結ピ
ン５３により、軸方向への移動はそれぞれ許容された状態で、回転方向へは一体に連結さ
れる。
　さらに、メインハンマー４０の外周面で後端際には、周方向にリング状の嵌合溝５４が
凹設される一方、サブハンマー４２の周壁４３において、案内溝５１の後端位置で案内溝
５１，５１の間には、半径方向に貫通する複数の円形孔５５，５５・・が形成されて、そ
の円形孔５５にボール５６がそれぞれ嵌合している。
【００１６】
　そして、サブハンマー４２の周壁４３には、切替リング５７が外装されている。この切
替リング５７は、後側が周壁４３の外周面に摺接する小径部５８、前側が周壁４３の外周
面から半径方向へ離間する大径部５９となる二段径を有し、小径部５８の外周面には、リ
ング状の凹溝６０が形成されている。また、切替リング５７は、インナーハウジング８の
内周に設けた前側段部６１と、周壁４３の後端外周に設けた後側段部６２との間でのみ前
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後へスライド可能となっている。
　一方、インナーハウジング８には、図４，５に示すように、本体ハウジング２の前方に
位置するモード切替部材としてのモード切替リング６４を前端外周へ一体回転可能に装着
した連係部材としての連係スリーブ６３が外装されている。連係スリーブ６３の外周で点
対称位置には、前後方向の長円となる一対の貫通孔６５，６５が形成され、各貫通孔６５
に沿った外周面には、貫通孔６５より一回り大きい四角形状の案内凹部６６が形成されて
いる。
【００１７】
　この貫通孔６５に、外側端部が案内凹部６６に嵌合する正方形状のフランジ部６８に形
成される筒状のガイドホルダ６７が貫通して、半径方向で連係スリーブ６３の軸心側へ突
出すると共に、案内凹部６６によるフランジ部６８の案内により、前後方向へ移動可能と
なっている。インナーハウジング８には、ガイドホルダ６７が貫通し、貫通孔６５の前端
に対応する位置で周方向に形成される前側溝７０と、貫通孔６５の後端に対応する位置で
周方向に形成される後側溝７１と、前側溝７０と後側溝７１とを連通させる傾斜溝７２と
からなるガイド溝６９が形成されている。ガイドホルダ６７には、図６（Ｂ）にも示すよ
うに、インナーハウジング８の軸心側からガイドピン７３が差し込まれて、ガイドピン７
３の頭部７４を切替リング５７の凹溝６０に嵌合させている。
【００１８】
　なお、アンビル１０は、後面軸心に形成した軸受孔７５に、スピンドル７の前端に突設
した小径の先端部７６を嵌合させて、スピンドル７の前端を同軸で軸支している。軸受孔
７５には、コイルバネ７７によって先端部７６の端面に押圧されてスラスト方向の荷重を
受けるボール７８が収容されている。
　さらに、前ハウジング１２から突出するアンビル１０の前端には、ビットの装着孔７９
が形成されると共に、装着孔７９に挿入されたビットを抜け止め装着するために、アンビ
ル１０に設けたボール８１（図３）を後退位置で装着孔内へ押圧するスリーブ８０等を備
えたチャック機構が設けられている。
【００１９】
［震動機構］
　震動機構９０は、インナーハウジング８の前面へ同軸で結合される前筒３７と、その前
筒３７に外装される前ハウジング１２との内側に収容される。まず前ハウジング１２内で
アンビル１０には、図４にも示すように、後面にカム面９１ａを形成した第１カム９１が
一体に固着されて、前ハウジング１２内でボールベアリング９２に軸支されている。第１
カム９１の後方でアンビル１０には、前面にカム面９３ａを形成した第２カム９３が回転
可能に外装されている。この第２カム９３は、インナーハウジング８の前面でリング状の
受け金９５に沿って収容された複数のボール９４，９４・・によって後面が保持されて、
常態ではカム面９３ａを第１カム９１のカム面９１ａと係合させている。第２カム９３の
外周には、半径方向へ突出する複数の突起９６，９６・・が、周方向へ等間隔をおいて形
成されている。
【００２０】
　一方、前筒３７内には、震動切替リング９７が設けられている。この震動切替リング９
７は、第２カム９３の外径よりも内径が大きいリング体で、図６（Ｃ）に示すように、外
周に突設した複数の外突起９８，９８・・を、前筒３７の内面に設けた軸方向の規制溝３
８，３８・・に嵌合させることで、前筒３７内で回転規制された状態で前後移動可能に保
持されている。震動切替リング９７の内周には、第２カム９３に外装させた状態で第２カ
ム９３の突起９６に係合する内突起９９が突設されている。すなわち、震動切替リング９
７が第２カム９３に外装される前進位置では、第２カム９３の回転を規制し、震動切替リ
ング９７が第２カム９３から離間する後退位置では、第２カム９３の回転を許容するもの
となる。但し、前筒３７内で震動切替リング９７とインナーハウジング８との間には、コ
イルバネ１００が設けられて、震動切替リング９７を前進位置へ付勢している。
【００２１】
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　また、震動切替リング９７には、一対の連係プレート１０１，１０１が係止している。
この連係プレート１０１は、インナーハウジング８の前側側面へ点対称に配設される帯板
状の金属板で、インナーハウジング８の側面で前後方向に形成した一対の外溝３９，３９
に嵌合する後板部１０２と、その後板部１０２から前筒３７に設けた透孔３７ａを貫通し
て内側へ折曲する中板部１０３と、その中板部１０３から前筒３７の内面に沿って前方へ
突出し、前端が内側へ折曲される前板部１０４とを有する。よって、連係プレート１０１
は、外溝３９による後板部１０２の案内で前後方向へ移動可能となるが、後板部１０２は
外溝３９に嵌合しているため、インナーハウジング８の外周面から突出することはない。
１０５は、後板部１０２の外面に形成されて外側へ突出する係合突起である。各連係プレ
ート１０１は、前板部１０４の前端が震動切替リング９７の外側から前面に係止すること
で、震動切替リング９７と共に前進位置へ付勢されている。
【００２２】
　インナーハウジング８に外装される連係スリーブ６３は、周方向の一部を軸方向全長に
亘って切り欠いたＣ字状の筒状体で、中央部に周方向の切欠き８２を有し、この切欠き８
２に、インナーハウジング８の外周面に突設した案内突起８３を嵌合させることで、前後
方向への移動を規制された状態で回転可能となっている。連係スリーブ６３の前側外周面
には、モード切替リング６４の後側内周面に設けた前後方向の連結溝８５に嵌合する連結
突起８４が突設されて、連結溝８５と連結突起８４との嵌合により、モード切替リング６
４と連係スリーブ６３とは回転方向で一体に連結されている。
【００２３】
　この連結状態で、図７に示すように、連係スリーブ６３の前端と、モード切替リング６
４の内周面で周方向に沿って形成した段部８６との間に、連係プレート１０１の係合突起
１０５が位置している。段部８６の一部は、前方へ凹設されて周方向の両側がテーパ状に
傾斜する凹部８７となっており、この凹部８７に係合突起１０５が位置すると、コイルバ
ネ１００によって前側へ付勢される震動切替リング９７の前進位置への移動を許容する。
一方、凹部８７以外の段部８６に係合突起１０５が位置すると、連係プレート１０１は後
退して震動切替リング９７をコイルバネ１００の付勢に抗して後退位置に移動させること
になる。
【００２４】
　そして、連係スリーブ６３の後側の外周面には、図４，５に示すように、周方向に沿っ
た第１突部としての第１突条８８Ａと、その第１突条８８Ａの端部から周方向へ行くに従
って後方へ直線状に傾斜する第２突部としての第２突条８８Ｂとが突設されている。一方
、スライドボタン３４の下面で前端左側（前方から見て左側、以下左右は同様に前方から
見た方向で説明する。）のコーナー部には、１速である後退位置で連係スリーブ６３が回
転した際に、第２突条８８Ｂの先端と係合する受け突起８９が突設されている。よって、
そのまま連係スリーブ６３が回転すると、第２突条８８Ｂに沿って受け突起８９が前方へ
案内されることで、スライドボタン３４は前進する。受け突起８９が第１突条８８Ａの前
方に乗り上がると、スライドボタン３４は２速である前進位置に到達するようになってい
る。
【００２５】
　一方、インナーハウジング８の後方下面には、一対のマイクロスイッチ１０６Ａ，１０
６Ｂが、プランジャ１０７Ａ，１０７Ｂを前方へ向けて配設されており、連係スリーブ６
３の後端には、連係スリーブ６３の所定の切替位置でマイクロスイッチ１０６Ａ，１０６
Ｂのプランジャ１０７Ａ，１０７Ｂを押し込み又はその解除を行う接触子１０８が設けら
れている。このマイクロスイッチ１０６Ａ，１０６Ｂは、インパクトドライバ１のハンド
ル１４の下端に設けた図示しないコントローラに、クラッチモードのＯＮ／ＯＦＦ信号を
出力するもので、コントローラは、マイクロスイッチ１０６Ｂのプランジャ１０７Ｂのみ
の押し込みによるＯＮ信号が入力されると、モータ４に設けた図示しないトルクセンサか
ら得られるトルク値を監視し、設定されたトルク値に達すると、モータ４へ制動をかけて
アンビル１０へのトルクを遮断するものとなる。
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【００２６】
［各動作モードの選択］
　以上の如く構成されたインパクトドライバ１において、モード切替リング６４及び連係
スリーブ６３の回転位置（切替位置）と各動作モードとについて説明する。
（１）インパクトモード
　まず、図７に示すように、モード切替リング６４を前方から見て最も右側へ回転させた
第１位置では、ガイドホルダ６７も右回転方向へ移動し、ガイド溝６９内を移動して後側
溝７１に達する。よって、ガイドホルダ６７は貫通孔６５の後端に位置する。すると、ガ
イドピン７３を介してガイドホルダ６７に連結される切替リング５７は、図８に示すよう
に、大径部５９をボール５６の外側に位置させる後退位置となる。この後退位置でボール
５６は、周壁４３の内周面に没入してメインハンマー４０の嵌合溝５４から離間する解除
位置へ移動することができ、メインハンマー４０の後退を許容するインパクトモードとな
る。
【００２７】
　このとき、第１突条８８Ａがスライドボタン３４の受け突起８９の後方に位置してスラ
イドボタン３４を前進位置に移動させているため、スライドボタン３４の後退は規制され
、常に高速モードとなる。一方、連係プレート１０１の係合突起１０５は、凹部８７から
左側へ外れて段部８６に係止しているため（図７以降のユニット部分の側面図では、係合
突起１０５の位置をわかりやすくするためにモード切替リング６４の一部を切り欠いて示
している。）、連係プレート１０１は後退位置にあって震動切替リング９７を後退させて
第２カム９３の回転をフリーとする。また、接触子１０８は、マイクロスイッチ１０６Ａ
，１０６Ｂの何れのプランジャ１０７Ａ，１０７Ｂにも当接していない。
【００２８】
　従って、ハンドル１４に設けたトリガー１６を操作してモータ４を駆動させると、出力
軸５の回転が遊星歯車減速機構６を介してスピンドル７に伝わり、スピンドル７を回転さ
せる。スピンドル７は、ボール４６を介してメインハンマー４０を回転させ、メインハン
マー４０が係合するアンビル１０を回転させるため、アンビル１０の先端に装着したビッ
トによってネジ締め等が可能となる。このとき連結ピン５３を介して回転方向に連結され
るサブハンマー４２もメインハンマー４０と一体に回転する。なお、アンビル１０の回転
に伴って第１カム９１が回転しても、これと係合する第２カム９３の回転はフリーである
ため、第２カム９３も一体回転してアンビル１０に震動は発生しない。
【００２９】
　ネジ締めが進んでアンビル１０のトルクが高まると、メインハンマー４０の回転とスピ
ンドル７の回転とにずれが生じるため、メインハンマー４０は、ボール４６がＶ字溝４５
に沿って転動することで、スピンドル７に対して相対的に回転しながらコイルバネ４７の
付勢に抗して後退する。このときサブハンマー４２は、メインハンマー４０の後退を許容
しつつ連結ピン５３を介してメインハンマー４０と一体に回転する。
　そして、メインハンマー４０の爪４１がアーム１１から外れると、メインハンマー４０
はコイルバネ４７の付勢により、ボール４６がＶ字溝４５の先端に向けて転動することで
回転しながら前進する。よって、メインハンマー４０の爪４１が再びアーム１１に係合し
て回転打撃力（インパクト）を発生させる。このアンビル１０への係脱を繰り返すことで
増し締めが行われる。
【００３０】
　このとき、サブハンマー４２もメインハンマー４０に追従して回転するため、両ハンマ
ー４０，４２を合わせた質量でアンビル１０へ係脱することになる。また、回転時には後
面のボール５０がワッシャー４８の前面を転動することで回転抵抗が軽減されるため、メ
インハンマー４０の前後動に伴ってコイルバネ４７が伸縮してもサブハンマー４２はスム
ーズに回転できる。さらに、メインハンマー４０がインパクト発生時に前後動を繰り返し
ても、サブハンマー４２は後方位置を維持して前後へ移動することはないため、インパク
ト発生時の振動は抑えられる。
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【００３１】
（２）震動ドリルモード
　次に、図９に示すように、モード切替リング６４を第１位置から所定角度左回転させた
第２位置では、ガイドホルダ６７も周方向で左回転方向へ移動し、ガイド溝６９内を移動
して前側溝７０に達する。よって、ガイドホルダ６７は貫通孔６５の前端に位置する。す
ると、切替リング５７は、図１０に示すように、小径部５８をボール５６の外側に位置さ
せる前進位置となる。この前進位置でボール５６は、図１２にも示すように小径部５８に
押されてメインハンマー４０の嵌合溝５４に嵌合する連結位置に固定されるため、メイン
ハンマー４０とサブハンマー４２とを前後方向で連結してメインハンマー４０の後退を規
制する。
【００３２】
　このとき、連係プレート１０１の係合突起１０５は、凹部８７が同じ位相となっている
ため、そのまま前進して凹部８７に嵌合する。よって、震動切替リング９７が前進位置に
移動し、第２カム９３の回転を規制する震動ドリルモードとなる。
　なお、連係プレート１０１が前進した際、震動切替リング９７の内突起９９と第２カム
９３の突起９６との位相が合致して震動切替リング９７が前進位置へ移動できないことが
ある。しかし、震動切替リング９７はコイルバネ１００で付勢されているため、アンビル
１０と共に第１カム９１が回転してこれと係合する第２カム９３が回転すると、突起９６
と内突起９９との位相がずれるため、震動切替リング９７が前進して第２カム９３の回転
を規制できる。
　一方、第１突条８８Ａは、インパクトモードと同様にまだ受け突起８９の後方に位置し
ているため、スライドボタン３４の後退は規制され、常に高速モードとなる。また、接触
子１０８は、マイクロスイッチ１０６Ａのプランジャ１０７Ａのみを押圧しているため、
クラッチは作動しない。
【００３３】
　従って、トリガー１６を操作してスピンドル７を回転させると、スピンドル７は、ボー
ル４６を介してメインハンマー４０を回転させ、メインハンマー４０が係合するアンビル
１０を回転させる。このアンビルの回転に伴って第１カム９１が回転すると、回転規制さ
れる第２カム９３とカム面９１ａ，９３ａ同士が干渉する。アンビル１０は、アーム１１
の前後に遊びがある状態で軸支されているため、カム面９１ａ、９３ａ同士の干渉によっ
てアンビル１０に軸方向の震動が発生する。また、連結ピン５３を介して回転方向に連結
されるサブハンマー４２もメインハンマー４０と一体に回転する。
　そして、アンビル１０のトルクが高まっても、メインハンマー４０はボール５６によっ
て後退が規制されるため、メインハンマー４０はアンビル１０に対して係脱動作を行わな
い。よって、インパクトは発生せず、アンビル１０はスピンドル７と一体回転することに
なる。
【００３４】
（３）ドリルモード
　次に、図１１に示すように、モード切替リング６４を第２位置から所定角度左回転させ
た第３位置では、ガイドホルダ６７も周方向で左回転方向へ移動するが、そのまま前側溝
７０内に位置するため、ガイドホルダ６７が貫通孔６５の前端に位置する状態は変わらな
い。これにより、図１２にも示すように、切替リング５７は前進位置にあってボール５６
も、小径部５８に押されてメインハンマー４０の嵌合溝５４に嵌合する連結位置に固定さ
れる。よって、メインハンマー４０とサブハンマー４２とを前後方向で連結してメインハ
ンマー４０の後退を規制するドリルモードとなる。
【００３５】
　このとき、連係プレート１０１の係合突起１０５は、凹部８７が左側へ移動することで
再び段部８６に係止しているため、連係プレート１０１は後退位置にあって震動切替リン
グ９７を後退させて第２カム９３の回転をフリーとする。また、接触子１０８は、両方の
マイクロスイッチ１０６Ａ，１０６Ｂのプランジャ１０７Ａ，１０７Ｂを同時に押圧して
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いるため、クラッチは作動しない。
　一方、第１突条８８Ａは、スライドボタン３４から左側へ離れ、第２突条部８８Ｂも端
部を受け突起８９よりも後方に位置させているため、図１２に示すようにスライドボタン
３４の後退が可能となる。よって、高低何れのモードも選択できる。
【００３６】
　従って、トリガー１６を操作してスピンドル７を回転させると、スピンドル７は、ボー
ル４６を介してメインハンマー４０を回転させ、メインハンマー４０が係合するアンビル
１０を回転させる。このとき連結ピン５３を介して回転方向に連結されるサブハンマー４
２もメインハンマー４０と一体に回転する。なお、アンビル１０の回転に伴って第１カム
９１が回転しても、これと対向する第２カム９３の回転はフリーであるため、アンビル１
０に震動は発生しない。
　そして、アンビル１０のトルクが高まっても、メインハンマー４０はボール５６によっ
て後退が規制されるため、メインハンマー４０はアンビル１０に対して係脱動作を行わな
い。よって、インパクトは発生せず、アンビル１０はスピンドル７と一体回転することに
なる。
【００３７】
（４）クラッチモード
　次に、図１３に示すように、モード切替リング６４を第３位置から所定角度左回転させ
た第４位置では、ガイドホルダ６７も周方向で左回転方向へ移動するが、そのまま前側溝
７０内に位置するため、図１４に示すように、ガイドホルダ６７が貫通孔６５の前端に位
置する状態は変わらない。よって、切替リング５７は前進位置にあってボール５６も、小
径部５８に押されてメインハンマー４０の嵌合溝５４に嵌合する連結位置に固定される。
よって、メインハンマー４０とサブハンマー４２とを前後方向で連結してメインハンマー
４０の後退を規制する。
　このとき、連係プレート１０１の係合突起１０５は、第３位置と同様に段部８６に係止
しているため、連係プレート１０１は後退位置にあって震動切替リング９７を後退させて
第２カム９３の回転をフリーとする。但し、接触子１０８は、マイクロスイッチ１０６Ｂ
のプランジャ１０７Ｂのみを押圧しているため、クラッチモードとなる。
　一方、第１、第２突条８８Ａ，８８Ｂはスライドボタン３４から左側へ離れているため
、スライドボタン３４の前後何れへのスライド操作が可能となる。
【００３８】
　従って、トリガー１６を操作してスピンドル７を回転させると、スピンドル７は、ボー
ル４６を介してメインハンマー４０を回転させ、メインハンマー４０が係合するアンビル
１０を回転させる。このとき連結ピン５３を介して回転方向に連結されるサブハンマー４
２もメインハンマー４０と一体に回転する。なお、アンビル１０の回転に伴って第１カム
９１が回転しても、これと対向する第２カム９３の回転はフリーであるため、アンビル１
０に震動は発生しない。
　そして、アンビル１０のトルクが高まってトルクセンサで検出されるトルク値が設定し
たトルク値に達すると、モータ４に制動がかけられてスピンドル７からアンビル１０への
トルク伝達が遮断されることになる。
【００３９】
　なお、モード切替リング６４の外周面には、図２に示すように、各動作モードに対応す
る表示Ｍ１（インパクトモード）、Ｍ２（震動ドリルモード）、Ｍ３（ドリルモード）、
Ｍ４（クラッチモード）がそれぞれ表記されており、各表示を本体ハウジング２の上面前
端に表示された矢印１０９に合わせることで各動作モードが選択されるようになっている
。
　また、低速で使用していたドリルモードやクラッチモードから震動ドリルモード又はイ
ンパクトモードに切り替える場合は、上記動作と逆に、スライドボタン３４から離れてい
た第２突条８８Ｂが、連係スリーブ６３の右回転によって、後退位置にあるスライドボタ
ン３４の受け突起８９に係合し、そのまま連係スリーブ６３の回転に連れて第２突条８８



(12) JP 5744669 B2 2015.7.8

10

20

30

40

50

Ｂに沿って受け突起８９を相対的にスライドさせながらスライドボタン３４を前進位置に
移動させることになる。よって、震動ドリルモード及びインパクトモードでは常に高速モ
ードとなる。
【００４０】
　このように、上記形態のインパクトドライバ１によれば、モード切替リング６４とスラ
イドボタン３４との間に、モード切替リング６４のインパクトモード及び震動ドリルモー
ドの選択操作に連係してスライドボタン３４を高速側に切替動作させ、回転速度を高速に
保持させる連係手段（連係スリーブ６３，第１、第２突条８８Ａ，８８Ｂ）を設けたこと
で、モード切替リング６４とスライドボタン３４とを別々に備えた場合でも、高速モード
でしか使用されない所定の動作モード（インパクトモード、震動ドリルモード）では、ス
ライドボタン３４の操作が不要となる。よって、使い勝手が良好となって作業性の低下も
生じない。
【００４１】
　特にここでは、モード切替部材を、回転操作によって動作モードを選択可能とするモー
ド切替リング６４とする一方、速度切替部材を、モード切替リング６４の後方で、高速と
なる前進位置と低速となる後退位置との間で前後方向へスライド可能に設けて、連係手段
を、モード切替リング６４の後方に連結されて一体回転する連係スリーブ６３と、その連
係スリーブ６３の外面で回転方向に沿って設けられ、インパクトモード及び震動ドリルモ
ードの切替位置で前進位置のスライドボタン３４の受け突起８９と係合してその後退を規
制する第１突条８８Ａと、その第１突条８８Ａから傾斜状に連設され、連係スリーブ６３
の回転に伴って後退位置のスライドボタン３４の下面と係合し、スライドボタン３４を前
進させて第１突条８８Ａと係合させる第２突条８８Ｂとから構成したことで、連係手段を
簡単に形成することができる。
　また、複数の動作機構として、アンビル１０に軸方向への震動を付与する震動機構９０
を含むものとし、震動ドリルモードで自動的に高速モードとなるようにしているので、専
ら高速モードで使用される震動ドリルモードでの使い勝手を向上させることができる。
【００４２】
　なお、上記形態では、震動ドリルモード及びインパクトモードでは常に高速モードとな
るようにしているが、何れか一方の動作モードのみを常に高速モードとしてもよいし、他
の動作モードを常に高速モードとしてもよい。
　また、傾斜する第２突条は１つのみとしているが、震動ドリルモードやインパクトモー
ドの切替位置が他の動作モードの切替位置の間に位置するような場合は、第１突条の左右
にそれぞれ第２突条を連設することができる。
　さらに、上記形態では、モード切替リングと別体の連係スリーブに第１、第２突条を設
け、この第１、第２突条をスライドボタンに設けた受け突起に係脱させてスライドボタン
の移動を行っているが、第１、第２突部としてはこのような突条に限らず、例えば第１突
部を四角形状の突起とし、第２突部を三角形状の突起として全体が台形状となるように形
成する等、適宜変更可能である。
【００４３】
［変更例］
　上記形態の変速機構では、スライドボタンの前進位置が高速、後退位置が低速となって
いるが、これと逆の変速機構であっても本発明は適用できる。図１５，１６にその一例を
示す。但し、先の形態と同じ構成部には同じ符号を付して重複する説明は省略する。
　ここに示す電動工具は震動ドライバドリル１２０で、モータの前方に組み付けられるイ
ンナーハウジング１２１には、遊星歯車減速機構１２２と、動作機構としての震動機構１
２３及び機械式のクラッチ機構１２４とが備えられてユニット化され、震動ドリルモード
と、クラッチモードと、ドリルモードとの３つの動作モードが選択可能となっている。基
本的な構成は先述した特許文献１に記載の震動ドライバドリルと同様である。
【００４４】
　遊星歯車減速機構１２２は、第２インターナルギヤ２２が前後へ移動可能に設けられて



(13) JP 5744669 B2 2015.7.8

10

20

30

40

50

、スライドボタン３４のスライド操作により、第１キャリア２０と二段目の遊星歯車２４
とに同時に噛合する図１５の後退位置と、遊星歯車２４のみに噛合してインナーハウジン
グ１２１内で回転規制される図１６の前進位置との間で切替可能となっている。よって、
ここでは後退位置が高速モード（２速）、前進位置が低速モード（１速）となる。
　一方、震動機構１２３は、最終出力軸となるスピンドル７へ一体に固着される第１カム
９１と、その第１カム９１の後方で回転可能に外装される第２カム９３と、第２カム９３
に係合してその回転を規制する前進位置と第２カム９３から離間してその回転を許容する
後退位置との間で前後移動可能な一対の震動切替レバー１２５と、各震動切替レバー１２
５を前進位置へ付勢するコイルバネ１２６と、を含んでなる。モード切替リング６４の回
転操作により、震動切替レバー１２５をコイルバネ１２６の付勢に抗して後退位置へ押圧
可能となっている。
【００４５】
　また、クラッチ機構１２４では、スピンドル７に第３キャリア１２７が設けられ、この
第３キャリア１２７に支持される三段目の遊星歯車１２８が噛合する第３インターナルギ
ヤ１２９が回転可能に設けられている。この第３インターナルギヤ１２９を、ボール１３
０及びワッシャー１３１を介してコイルバネ１３２で押圧すると共に、そのコイルバネ１
３２の軸長をインナーハウジング１２１の前端に設けられたチェンジリング１３３の回転
操作によって変更することで、第３インターナルギヤ１２９の回転を規制するコイルバネ
１３２の押圧力を調整可能としている。なお、スピンドル７の先端には、ビットを把持さ
せるチャック１３４が設けられている。
【００４６】
　そして、モード切替リング６４は、前方から見て最も左側へ回転させた第１位置では、
震動切替レバー１２５の前進を許容して第２カム９３の回転を規制すると共に、一体に回
転するワッシャー１３１の内周をインナーハウジング１２１に係合させてボール１３０の
移動を規制することで第３インターナルギヤ１２９の回転を規制した震動ドリルモードと
なる。また、第１位置から所定角度右回転させた第２位置では、震動切替レバー１２５を
後退させて第２カム９３の回転をフリーとすると共に、ワッシャー１３１の内周をインナ
ーハウジング１２１の係合から解除して第３インターナルギヤ１２９の回転規制を解除し
たクラッチモードとなる。さらに、第２位置から所定角度右回転させた第３位置では、震
動切替レバー１２５の後退位置を維持すると共に、再びワッシャー１３１の内周をインナ
ーハウジング１２１に係合させて第３インターナルギヤ１２９の回転を規制したドリルモ
ードとなる。
【００４７】
　ここで、モード切替リング６４の後端には、一体に回転する連係リング１３５が連結さ
れて、連係リング１３５の後端に、後方へ向けて突出し、左側辺を傾斜案内部１３７とし
た前連係板１３６が形成されている。一方、スライドボタン３４の前端には、前方へ向け
て突出し、右側辺を傾斜部１３７と同じ角度の傾斜案内部１３９とした後連係板１３８が
形成されている。この前連係板１３６は、モード切替リング６４の第１位置（震動ドリル
モード）では、図１５（Ａ）に示すように、後連係板１３８の前方に位置してスライドボ
タン３４の前進を規制し、それ以外の第２、第３位置（クラッチモード、ドリルモード）
では、後連係板１３８の右側に移動して、スライドボタン３４の前進を許容するようにな
っている。図１６はクラッチモードを示している。
　よって、低速で使用していたクラッチモードやドリルモードから震動ドリルモードが選
択された場合は、モード切替リング６４の回転と共に移動する前連係板１３６の傾斜案内
部１３７と、スライドボタン３４の後連係板１３８の傾斜案内部１３９との当接によって
スライドボタン３４が自動的に後退し、常に高速で使用されることになる。
【００４８】
　このように、上記震動ドライバドリル１２０においても、モード切替リング６４とスラ
イドボタン３４との間に連係手段（前連係板１３６及び後連係板１３８、傾斜案内部１３
７，１３９）を設けたことで、モード切替リング６４とスライドボタン３４とを別々に備
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えた場合でも、高速モードでしか使用されない所定の動作モード（震動ドリルモード）で
は、スライドボタン３４の操作が不要となる。よって、使い勝手が良好となって作業性の
低下も生じない。
　特にここでは、連係手段を、モード切替リング６４側に設けられて後方へ突出し、震動
ドリルモードの切替位置で後退位置のスライドボタン３４の後連係板１３８と当接してそ
の前進を規制する前連係板１３６として、前連係板１３６の側辺に、モード切替リング６
４の回転に伴って前進位置のスライドボタン３４における後連係板１３８の傾斜案内部１
３９と当接し、スライドボタン３４を後退位置にスライドさせる傾斜案内部１３７を設け
たことで、連係手段を簡単に形成することができる。
【００４９】
　なお、上記変更例では、モード切替リングとスライドボタンとの双方に連係板を設けて
いるが、モード切替リングとスライドボタンとの間の距離が小さければ、スライドボタン
側の連係板を省略してモード切替リングのみに連係板を突設して、連係板を直接スライド
ボタンに当接させても差し支えない。勿論連係リングを省略してモード切替リングに連係
板を直接形成することもできる。
　また、上記変更例においても、震動ドリルモードの切替位置が他の動作モードの切替位
置の間に設けられる場合は、傾斜案内部を連係板の左右の側辺にそれぞれ形成すればよい
。
【００５０】
　その他、各形態に共通して、打撃機構や震動機構等の動作機構は上記構造に限定するも
のではなく、モード切替部材の操作によって複数の動作モードが選択できる構造であれば
、適宜変更可能である。遊星歯車減速機構やクラッチ機構においても適宜変更できる。
　また、上記説明では、モード切替部材を回転操作、速度切替部材を前後へのスライド操
作でそれぞれ切替可能としているが、これに限らず、例えば速度切替部材が左右方向へス
ライド操作されるような場合でも、モード切替部材に所定の動作モードの切替位置で速度
切替部材に当接してそのスライドを規制する突部又は連係板を設ける等して連係させるこ
とは可能である。
　さらに、本発明は、例えば震動機構のないインパクトドライバでは、インパクトモード
でのみ自動的に高速モードへ切り替えられるようにする等、震動ドリルモードがない電動
工具であっても適用可能である。
【符号の説明】
【００５１】
　１・・インパクトドライバ、２・・本体ハウジング、４・・モータ、５・・出力軸、６
，１２２・・遊星歯車減速機構、７・・スピンドル、８，１２１・・インナーハウジング
、９・・打撃機構、１０・・アンビル、１１・・アーム、１２・・前ハウジング、１７・
・ギヤハウジング、１９・・第１インターナルギヤ、２０・・第１キャリア、２１，２４
・・遊星歯車、２２・・第２インターナルギヤ、２３・・第２キャリア、３１・・スライ
ドリング、３４・・スライドボタン、４０・・メインハンマー、４１・・爪、４２・・サ
ブハンマー、４３・・周壁、４７・・コイルバネ、４８・・ワッシャー、４９・・リング
溝、５０，５６・・ボール、５７・・切替リング、５８・・小径部、５９・・大径部、６
３・・連係スリーブ、６４・・モード切替リング、６５・・貫通孔、６７・・ガイドホル
ダ、６９・・ガイド溝、７３・・ガイドピン、８６・・段部、８７・・凹部、８８Ａ・・
第１突条、８８Ｂ・・第２突条、８９・・受け突起、９０，１２３・・震動機構、９１・
・第１カム、９３・・第２カム、９７・・震動切替リング、１０１・・連係プレート、１
０５・・係合突起、１０６Ａ，１０６Ｂ・・マイクロスイッチ、１０８・・接触子、１２
０・・震動ドライバドリル、１２４・・クラッチ機構、１２５・・震動切替レバー、１２
９・・第３インターナルギヤ、１３１・・ワッシャー、１３３・・チェンジリング、１３
５・・連係リング、１３６・・前連係板、１３７，１３９・・傾斜案内部、１３８・・後
連係板。
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